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t!'} 1 JUの継承と発反という立味では、第lJYJで中越地位を綬て、 li古志村の復興という研究
テーマを抱えていたさiセンターでしたが、ちょうど 1J!FJ 1が終了する l均年の平成23年3月1
日に来日本大正災を経験することになり、・!とj主25ilてほから開始することになった第2期の研
究活動におい .c も、地j戒での~I: ii~'附窮脅合救済するというテーマとともに、またしても被
災地域を悦貯に入れることが:jとめられることになったということには、とても深い辿続性














ンホジウムを 1$fJ(Ili した こ とを皮切りに、今年度はモンゴルでI~Milt された第 3 向子どもの権
利アジアフォーラムで研究1!が研究報資ヤ交流を行い、また京アジアで活躍する東洋大学









~pいなことに今の当研究所には、 11 本のll:会制祉分野で権利擁護を理論的、 実践的にリー





ためにMを1I\j ~liにしようとしているのか会14みと っ ていたどけますと ~':止いです。
本センターのゥ nジーL クトは5if;iHfljの2.q:.1会終えたばかりです。地域社会や、地域で
の作らしを支援するr-MiJl:について興味や|対心をもたれる IY.J係~fずの忌↑iï'-のないご批判 、 ご
教示を作つつ、今後の研究と完肢の民IJHを進めたいと.J5・えています
